血 と 送 の あい だ : ロシア - ウ クラ イナ 戦争 を めぐ る 
中 国 の 「 分 有 反 対 」 ナ ラテ ィ ブ の ジレ ンマ 


台湾 海峡 問題 へ の いか な る 立場 か ら の アプ ロー チ に お いて も 、 中 国 の 国家 統一 の ナラ ティ ブ (物語 ) の 文脈 を 
理解 する こと は 必須 穫 件 で ある 。 


2022 年 2 月 27 日 , 台北 101 ビル の 頂上 に 灯 さ れる ウクライナ 国旗 カラ ー の ネオ ン 。 撮 : 陳 煙 煙 / 端 億 媒 


時 清 也 2oz2-o4-27 


ロシア ー ウ クラ イナ 戦 争 の 連日 の 砲 の な か 、 ア メリ カ 主 導 の NATO が 介入 し な いこ と 
が 明らか に な っ た と き 、 人 台湾 海峡 危機 と 比較 し て 台湾 で も 同じ 光景 が 繰り 返さ れる の で は 
な いか と いう 意見 が で た だ た 。 し か し 、 ロ シア に よる ウクライナ ブ 東 部 の 分 離 主義 政権 ( ド ネ ツ 
ク 人 民 共 和 国 、 ル ガン スク 人 民 共 和 国 ) の 承認 に し ろ 、 ロ シア ー ウ クラ イナ 戦争 に お ける 
プー チン の 戦争 ナラ ティ ブ で あれ 、「 反 分 像 」 問 題 に 対す る 中 国 の 理論 的 ジレ ンマ を 反映 
し て お り 、 見 過ごす こと は で き な い だ ろう 。 


北京 の 国家 統一 に 関す る 主張 は 、 これ まで 常に 2 つの 側面 に 基づい て きた 。 一 つ は 歴史 的 ・ 
民族 主義 8 的 な も の で 、 台湾 は 「 歴 史 的 に 中 国 」 で あり 「 中 国人 が 発展 し た 」 も の で あり 、 海 
峡 両 岸 は 「 中 国人 の 中 国 」 だ と 主張 する こと で 、 北京 に 帰属 する 歴史 的 ・ 民 族 的 な 「 中 国 」 
を 確立 し よう つと し て いる て (〈「 中 華 民 族 」 と いう 概 意 が 、 中 国共 産 党 成立 以前 か ら あ っ だ た に も 
が か わら ず 、 現 在 は 完全 に 北京 の 政治 言説 で あめ る の と 同様 で め ある) 。 こ の 「 中 国 」 を 通し 
て 、「 台 湾 の 主権 は 台湾 の 同胞 を 含 お すべ て の 中 国人 に 属す る 」 、 し た が っ て 「 中 国 の 領土 
の 一 部 で ある 台湾 の 法 的 地位 は 、 国内 法 で も 国際 法 で も 明確 で 疑 つ 奈 地 が な い 」 と 主張 し 、 
主権 の 完全 性 を 主張 し て いる 。 例 えば 、 清 華 大 学 法学 院 の 前 院長 で 香港 基本 法 委員 会 の 委 


員 で ある 王 振 民 は この 問題 に つい て 、「 人 台湾 人 人 は も と も こと 中 国人 で あり 、 人 台湾 島 は も と も 
と 中 国人 の 島 で ある 。 台 湾 は 古来 より 中 国 の 領土 で あり 、 中 国 か が ら 広 東 や 福建 を 分 割 す る 
こと が 不可 能 な の と 同様 に 、 台 湾 を 中 国 か ら 分 割 す る こと も 不可 能 だ 」 と 主張 する 。( 土 振 
民 「 香 港 202O0 : ガバ ナン ス と カオ ス の 交錯 、 危 険 の 中 の チャ ンス 」 199 頁 )。 


この よう な 歴史 的 、 民 族 主 義 的 主張 は 、 中 国 の ナシ ョ ナリ スト の 想像 に は 訴え る も の が 
ある が 、 国際 シー ン で は 説得 カ が な い 。 結局 、 国 が その 国境 を 変更 し 、 政権 が 変わ る こと は 
歴史 上 珍し いこ と で は な く 、 目 国 の 歴史 や ナシ ョ ナリ ズム の レト リッ ク だ け に 頼っ て いて 
は 、 より 広い 共感 を 得る こと は で き な い だ ろう 。 し た が っ て 、 北京 側 の 主張 の も う 一 旋 は 、 
現在 の 国際 的 な 法 的 枠組 み の 下 で 、 北京 政権 が 「 中 国 」 の 唯一 の 合法 的 な 政府 、「 中 国 」 の 
合法 的 な 代表 と し て 国際 的 に 広く 認め られ て お り 、 し た が っ て 北京 政権 が 合法 的 に 中 国 全 
土 に 対す る 主権 を 持っ て お り 、 台湾 海峡 両 岸 の 分 離 は 「 一 時 的 」 で 「 不 法 」 な 状態 に 過ぎ な 
いこ と を 証明 する こと に 拠る も の で ある 。「 内 戦 」 と 称す る 台湾 へ の 関与 は 、 主権 を 獲得 す 
る た め の 真 の 意味 で の 内 戦 で は な く 、 大 規模 な 治安 「 出 動 」 に 過ぎ な い の で ある 。 


し か し 、 中 国 は ロシア ・ ウ クラ イナ 戦争 に お いて 、 反 論 の 未 地 の な い ロ シア の 侵 賠 行為 か 
ら 公 然 と 距離 を 置く こと が で き な い こと か ら 、 こ の 二 つ の ナラ ティ ブ は 厄介 な も の と な っ 
て し まっ た だ た 。 戦 争 前 夜 の 2 月 21 日 、 ブ プー チン は 「 歴 史 の 授業 」 と 冗談 めか し て 表現 し た 
演説 で 、 ウ クラ イナ を ロシア と は 異な る 文化 の 独立 国 ・ 国 家 こ し て と ら え る こと を 極力 お 
と し め て 、 ソ 連 が 作り だ し た だ 人工 国家 と 表現 し 、「 ウ クラ イナ は 我 及 (ロシア ) の 歴史 、 文 
化 、 精神 空間 と 不可 分 の 部 分 」 で ある と 主張 し よう と し た 。 この 帝国 主義 的 、 排外 主義 的 な 
レト リッ ク は 、 民 族 主 義 的 、 歴 史 文 化 的 主張 に 基づく 敵対 行為 (中 国 の 台湾 に 対す る 領有 
権 主張 を 含 ず お ) に 対す る 世界 の 警戒 選 を 強め の た だ け で な く 、 中 国語 圏 の ご く 一 部 の 熱 羽 な 
ロシア 支持 者 が 賞 殴 し た 以外 に は 、 素 朴 な 愛国 選 を 持つ 中 国 の 人 尺 を は じ め 、 中 国 国内 で 
も あま り の 好意 的 で は な か っ た 。 文化 的 歴史 に 対す る ロシア の この よう な 一 亡 的 な 解釈 に よ 
っ て 明らか に な っ た 拡張 主義 的 傾向 を 警戒 し な いわ け に は いか が ない 。 結局 の と ころ 、 近 代 
史上 、 直 接 、 あ る い は 間接 的 に 中 国 の 領土 を 併合 し た の は ロシア だ か ら で あ る 。 


も ちろ ん 、 中 国政 誰が ウクライナ の 独立 主権 国家 と し て の 地位 を 認め て いる 以上 、 ブ ー チ 
ン の 発言 は 中 国政 府 の 歴史 民族 主義 的 ナラ ティ ブ そ ぞ それ 自 体 を 直接 的 に 害する こと は で き な 
い 。 よ り 大 き な 問 題 は 、 ロ シア 政府 が ウクライナ ブ 東 部 の 分 離 主義 政権 を 認め る 法律 を 成立 
させ 、 分 離 主義 政権 を 支援 する 名 目 で ウクライナ 領土 内 で の 軍事 作戦 を 公式 に 開始 し た こ 
と に ある 。 北京 は 、 自国 の 反 分 離 主義 的 な 立場 か ら 「 ウ クラ イナ の 独立 、 主権 、 領 土 保全 を 
尊重 する 」 と 公式 に 表明 せ ざ る を 得 な か っ た わけ だ が 、「 ロ シア が ウクライナ の 二 つ の 離 
脱 地 域 の 王権 を 認め る 選択 は 、 ウ クラ イナ の 主権 を 侵 填 す る も の か 」 と 具体 的 に 質問 され 
る と 、 それ に は 明示 的 な 回 答 は せ ず 、 ロシア の 立場 を 全面 的 に 認め て 、「 す べ て の 国 の 安全 
保障 上 の 正当 な 計 党 豊 箇 すべ き 」「 ウ クラ イナ 問題 の 進展 は 、 新 ミン スク 協定 の 実効 的 
な 履行 の 遅れ と 密接 に 関連 し て いる 」 と 述べ だ 。 ロ シア は 数 年 前 か ら 、「NATO の 東 訪 
大 」 が 自国 の 安全 保障 上 の 利益 を 脅かす と いう 口実 で ウクライナ の 分 離 独立 運動 を 支援 し 、 
ウクライナ の 新 ミ ンス ンク 協定 違反 を 非難 し つつ 、 つ い に 侵 賠 に 至っ た 。 


台湾 に 対す る 中 国 の 立場 か ら す れ ば 、 台 湾 は 中 国 の 一 部 で あり 、 も し 台湾 で 独立 を 問う 住 
民 投 票 が 実施 され 、 米 国 と いう 外部 か ら の 支援 を 求め た と すれ ば 、 そ れ は 国家 主権 と 領土 
保全 を 損なう 行為 で や る 。 で は 、2014 年 に 独立 を 問 つ 住民 授 票 を 行い 、 ロ シア の 宮 事 支 
援 を 求め た 東部 ウクライナ の 分 離 独立 政権 は 、 こ の 例え に ぴっ た だ たり 当 て は まる 。 さ ら に 厳 
密 に 検討 すれ ば 、 北 京 政府 は 台湾 を 統治 し た こと は な い が 、 東 部 ウクライナ は 疑 うこ と な 
く ウ クラ イナ の 領土 の 一 部 で ある 。 中 国 は いま で も 、 ウ クラ イナ 問題 で ロシア が ウ ク ラ イ 


ナ の 主権 的 領土 を 侵害 し た と 明言 せ すず 、 こ の 「 大 問題 」 で 分 離 ・ 独 立 を 支持 する 外国 勢 カ 
[ロシア の こと ] に 同調 し 、 味方 さえ し て いる が 、 今後 、 同じ よう な こと が あれ ば 、 台湾 に 
対す る 中 国 の 主権 の 主張 は さら に 説得 力 を 欠く こと に な る だ ろう 。 


2022 年 3 月 1 日 , 北京 , 外交 部 報道 官 の 注文 名 が 記者 会 見 。 提 : Andrea Verdelli/Getty Images 


「 統 一 」 の 御 劇 と アメ リカ 南北 戦争 


前 述 の よう に 、 北京 の 台北 に 対す る 主権 主張 は 、 北京 政権 が 「 中 国 」 の 唯一 の 正統 な 政府 、 
唯一 の 正統 な 代表 と し て 国際 的 に 広く 謗 知 さ れ て いる と いう 事実 に 基づい て お り 、 こ の 事 
実 を 基礎 づけ る 上 で 、 米 中 の 外交 関係 の 確立 と 台湾 問題 に 対す る 米国 の 態度 は 極め て 重要 
で ある 。 こ の 問題 に つい て は 、 米国 の 態度 に 曖昧 さ が あ る が ( 注 1) 、「 一 つの 中 国 」 に 異 
和 を 唱え な いと いう 公式 の 立場 に 変わ り は な い 。 


その 結果 、 中 国 は 公式 に も 非 公式 的 に も 、 数 十 年 に わた っ て 米国 の せ 論 に 対 し て 中 国 の 台 
湾 に 対す る 見 解 を 志す こと に か な り の 重点 を 置い て きた 。 こ の 過程 で 、 最 も 重要 な 外部 資 
源 は アメ リカ か ら も た だ たら され た 。 北京 と その 法 的 見 角 の ナラ ティ ブ に よる と 、19 世紀 に 超 
こっ た アメ リカ 史上 最も 多く の 死者 を 出し て 最も 正 生臭 か っ た 南北 戦争 こそ が 、 国 家 統 一 
の た め の 戦 争 で あっ た と され る 。 中 国 の 国防 大 臣 は 、「 中 国 は 祖国 の 統一 を 守る だ た め な ら 、 
南北 戦争 で 米国 が し た よう に 、 一 切 の 代償 を 惜 し め こと な く 祖 国 統 一 を 守る 」 と 繰り 返し 
発言 し て いる 。 


し か る に 、 ア メリ カ の 南北 戦争 の 真 の 原因 は 奴隷 制 の 廃止 で あっ た だ た 。 連邦 は 奴隷 保有 州 に 
奴隷 制 の 廃止 を 求め た の で は な く 、 そ の 拡大 の 制限 だ け を 求め た 。 南 北 戦争 勃発 の 直接 的 
な 原因 は 、186O 年 に 共和 上 党 候 補 の エイ ブラ ハム ・ リ ンカ ー ン が 大 統領 に 当選 し た 後 、 サ 
ウス カロ ライ ナ 州 を を 中心 と する 南部 諸 州 が 分 離 独立 し 、1861 年 4 月 12 日 に 南部 連合 政 
府 が 、 連 邦 軍 の 撤退 を 要求 し て 敗北 、 サ ウス カロ ライ ナ 州 の サム ター 要塞 を 砲撃 し て 南北 


戦争 が 勃発 し た こと で ある 。 し た が っ て 、 形式 的 に は 、 ア メリ カ の 南北 戦争 は 、 南部 の 反乱 
を 抑 える た め の 統 一 戦争 で めった 。 


米国 が 「 一 つの 中 国 」 を 認め て いる (ある い は 少な く と も 反対 し て いな い ) と いう 前 提 で 、 
中 国 の 統一 を 正当 化す る た め に 米国 の 南北 戦争 を 持ち 出す 中 国 の ナラ ティ ブ は 、 世界 か ら 
の 埋 解 を 容易 に し 、 北京 を 「 正 義 」 の 側 (すなわち 南北 戦争 に お ける 北部 州 の 側 ) に 置き 、 
中 台 統 一 へ の 最大 の 抵抗 勢力 と いえ る 米国 に 対し て 、 歴 史 的 な 類推 に よる 暗黙 の 同意 を も 
と め る 意図 が あり 、 一 ね 二 伺 と も いえ る め り 方 だ っ た 。 


中 国 の 法学 者 ら は 、 北 京 の 国家 統一 の ナラ ティ ブ の た だ ため に 、 ア メリ カ の 南北 戦争 を 利用 す 
る た め に 、 多 大 な 努力 を 払っ て きた の で ある 。 20O5 年 に 中 国 で 「 国 家 分 裂 禁 止 法 」 が 制 
定 さ れ た 際 、 北 京 大 学 法学 陸 教 授 で 香港 基本 法 委 員 会 の 委員 で も ある 角 充 平 は 、 英 訳 の 法 
律 名 「Anti-Secession Law」 を 次 の よう に 説明 し て いる 。 


「 国 家 分 像 禁止 法 は 、 アメ リカ 南北 戦争 勃発 前 の 1861 年 に アメ リカ か ら の 独立 を 目指 す 

南部 の 奴隷 所 有 の 11 力 国 に 対し て 使わ れ た も の と 同じ で 、 中 国 独自 の 法律 で は な い 。 
1861 年 の 南北 戦争 勃発 前 、 ア メリ カ 連 邦 か ら の 独立 を 目指 す 南 部 の 1 1 の 奴隷 所 有 州 の 
活動 に 対処 する た め に 『 連 邦 離脱 禁止 法 』 (Anti-Secession Aot) が 制定 され た 。 分 離 独 
立 防止 法 は 、 南 部 11 州 の 分 離 独立 に 対し て 連邦 全土 で 有効 な 法律 で あり 、 そ の 後 の 南 北 
戦争 の 勃発 と 分 離 派 を 武力 で 制圧 する た め の 根 拠 と な る も の だ っ た だ た 。 こ の よう な 事情 を 私 
た ち も 承 知 し て いる 。 私 た ちの 分 克 禁 止 法 の 英語 名 も 『Secession』 と いう 言葉 を 使っ て 
いる 。』 


靖 凍 剛 凍 
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中 国共 産 党 全 国人 民代 表 大 会 常務 委員 会 に よる 「 台 湾 同 胞 へ の 手紙 」 の 発表 か ら 40 周年 と な る 2019 年 1 月 
2 日 、 中 国共 産 党 中 央 委員 会 の 習 近 平 総 書記 は 台湾 に 関す る 演説 を 行い 、「 一 国 二 制度 」 を 提唱 し 「 台 湾 の 未 

来 は 国家 統一 に ある 」 と し て 、「92 年 コン セン サス 」 の 主張 と 台湾 独立 に 反対 する 姿勢 を 繰り 返し た 。「92 
年 コン セン サス 」 と は 「 『 台 湾 海 峡 両 岸 が 同じ 中 国 に 属し 国家 統一 に 向け て 共に 努力 する 』 と いう 一 つの 中 国 

の 原則 に 基づい た 両 岸 の 合意 」 だ と 述べ だ た 。  : Mark Schiefelbein/AFP via Getty Images 


中 国 に と っ て の 「 南 北 戦争 の 不都合 な 真実 」 


し か し 、 ア メリ カ の 南北 戦争 の 歴史 や アメ リカ の 法律 を 少し 知れ ば 、 こ の 歴史 が あま り 役 
に 立た な いこ と が わか る だ ろう 。 最も 基本 的 な 事実 は 、「 連 邦 離脱 禁止 法 」 と いつ 連邦 法 は 
存在 し な か っ た と いう こと で ある 。 和 面白 いこ と に 、 武 漢 大 学 法学 院 の 李 龍 と 魏 腹 雲 が 《 政 
治 興 法律 ) と いう 雑誌 に 掲載 し た 「 中 国 に お ける 分 離 禁止 法 と 米国 に お ける 分 離 禁止 法 の 
比較 研究 」 と いう 見 栄え の 立派 な 論文 で は 、「 連 邦 離脱 禁止 法 」 の 条文 の 引用 ④ 分 析 が な 
ぐ 、 ま る で この 法律 が 存在 し な いこ と に さえ 気づい て いな いか の よう な 内 容 だ っ た こと で 
ある 1861 年 に 制定 され た 「 救 乱 禁止 法 」 (Insurrection Act) は 、 法 律 の 執行 が 妨害 さ 
れ た 場合 、 大 統領 に 軍隊 を 行使 する 権限 を 与え た が 、 連 邦 離 脱 に つい て は 触れ て お ら ず 、 
分 離 独立 の 法 的 側面 に つい て も 言及 し て いな い 。 


この よう な 技術 諭 は さて お き 、 ア メリ カ 南 北 戦争 に お ける 分 離 禁 止 と いう テー マ は 、 純 粋 
な 愛国 的 な 癌 題 で め る だ け で な く 、 高 度 に 法学 的 な も の で あり 、 法 請 の 裏付け な し に は 、 
分 離 禁止 の テー マ は ほとん ど 議 議 で き な か っ だ の で ある 。 前 述 し た よう に 、 ア メリ カ の 南 
北 戦争 は 、 奴 隷 制 の 制限 を 主張 し た エイ ブラ ハム ・ リ ンカ ー ン の 当選 が 発端 と なっ た だ 。 南 
北 戦 争 の 前 夜 、 リ ンカ ー ン は 最初 の 就任 演説 で 、 南 部 の 分 離 独立 に つい て 次 の よう に 述べ 
た 。「 我 は 連邦 が 法 的 に は 永 速 で ある と 信じ て お り 、 こ れ は 自ら の 歴史 に よっ て 確立 さ 
れ て きた 。 連邦 は 憲法 より ずっ と 古い 。 実際 、 連 邦 は 1774 年 の 大 陸 会 議 に よっ て 成立 し 、 
1776 年 の 独立 宣言 に よっ て 成熟 し 、 継 続 され る こと に な っ た 。17 78 年 の 連邦 規約 に よ 
っ て さら に 成 詩 し 、 13 の 州 は 連邦 が 永久 に 続く こと を 明確 に 宣 紋 し 、 敬 っ た の で ある 。 ぞ 
し て 、1787 年 、 つ い に 「 よ のり 完全 な 連邦 を 形成 する 」 と いう 明確 な 目的 の も と に 吉 法 が 
制定 され た だ た 。 し か し 、 も し 1 つ 以 上 の 州 が 合法 的 に (連邦 か ら 脱退 し 、 そ れ に よっ て ) 連 
邦 が 解体 で きる と し た ら 、 連 邦 は 永遠 と いつ 重要 な 要素 を 失い 、 憲 法 以 前 より も 完全 で な 
く な っ て し まう 」 。 この よう に 、 リン カー ン は 吉 法 の 条文 か ら 、 な ぜ 州 の 脱退 を 認め て いな 
い の か を 語 証し た の で ある 。 


この 歴史 的 、 法 的 文書 の 「 抜 粋 」 が 、 当 時 、 そ し て 戦後 の アメ リカ に お ける 国民 統合 の た め 
の 法学 的 主張 の 基礎 と な っ た 。 南北 戦 争 後 、 リ ンカ ー ン 大 統領 の 韻 僚 で あっ た 最高 蘭 の チ 
ェ イ ス 長 官 は 、1869 年 の テキ サス ・ ホ ワイ ト 事 件 で 、 リ ンカ ー ン の 語 理 を その まま コピ 
ー し て 、 州 が 連邦 か ら 合 法 的 に 脱退 で き な い (脱退 し な い ) と いう 憲法 原則 を 判例 と いう 
形 で 確立 し た の で ある 。 


この 事件 の 背景 も 非常 に ユニ ー ク だ 。 テ キサ ス 州 が 連邦 か ら 離脱 し 、 南 部 連合 に 加 器 し た 
後 、 南 部 連合 テキ サス 州 政府 は 、 保 持 し て い だ 連 邦 債券 を 証券 会 社 に 売却 し 、 そ の 代金 を 
戦費 に 充て た の で ある 。 南 北 戦争 後 、 テ キサ ス 州 再建 派 は 、 南 部 連合 テキ サス 州 政府 の 国 
債 売却 を 無効 と する よう 裁判 所 に 求め る 訴え を 起こ し た 。 テキ サス が 連邦 か ら 脱 退 で きる 
か どう か と いう 分 析 は 、 実 は 、 こ の 事件 に 対す る 裁判 所 の 管轄 権 を 決め る 過程 で の 枝葉 の 
問題 な の で ある 。 テ キサ ス 州 の 訴訟 は 連邦 最高 裁 に 直接 持ち 込ま れ だ た の で 、「 最 高 哉 刊 所 
は 、 大 使 、 公 使 、 領 事 お よび 州 が 当事者 と な る すべ て の 事件 に つい て 原 裁判 管轄 権 を 有 す 
る 」 と 規定 する 合衆国 憲法 第 3 条 第 2 項 に 基づく も の で あっ た だ た 。 も し 、 テ キサ ス が それ ま 
で に 連邦 が から 脱退 し て 、 南北 戦争 後に 「 州 」 で な く な っ て いた と し た ら 、 最高 裁 は この 件 に 
関す る 管轄 権 を 持た な か っ だ た こと に な る 。 

この 質問 に 対し 、 チェ イス は 、 リ ンカ ー ン の 論理 に 従っ て 、 憲法 の 前 身 で あり 、 北米 13 植 


民 地 が 独立 後 初め て 合衆国 を 形成 し た 憲法 で ある 盟約 者 団 が 、 州 の 連邦 を 「 永 色 」 と し 、 ぞ 
れ ゆ え 不 可 分 で ある と 規定 し 、 連邦 呈 法 の 冒頭 で 、 その 目的 は 「 よ り の 完全 な 連合 」 の 形成 で 


ある と 宣言 し 、 し た が っ て より 完全 で な けれ ば な ら な いと 論 じじ の で ある 。 盟約 者 団 の 副 
法 は 、 その 目的 が 「 よ り の 完全 な 連合 」 を 形成 する こと で あり 、 それ ゆえ より 永続 的 で 不可 分 
で な けれ ば な ら な いと 宣言 し て 始ま っ て いる 。 し た が っ て 、 テ キサ ス は 連邦 か ら 合 法 的 に 
脱 退 する こと は で きず 、 し た が っ て 南北 戦争 の 反乱 に お ける テキ サス の 行動 は 連邦 の 州 と 
し て の テキ サス の 存在 に 影 絡 し な い の で 、 最 高裁 は この 事件 を 管轄 する こと に な っ た の で 
ある 。 こ うつ し て 最高 裁 は 連邦 (国家 ) の 不可 分 性 の 原則 を 確立 し た 。 


この よう に 、 ア メリ カ 南 北 戦 争 の 歴史 と 国民 統合 の 一 法 上 の ナラ ティ ブ は 一 体 で あり 、 連 
合 規約 と 連邦 憲法 の 原文 に 基づく 法学 的 言説 な の で ある 。 ア メリ カ 南 北 戦争 の 歴史 に 対す 
る 公式 な 言及 も 、 テ キサ ス ・ ホ ワイ ト 事 件 に 基づく 中 国法 学 の より 深い 法理 諭 も 、 ア メリ 
力 憲法 文 に 基づい た この 論理 を 回 避 す る こと は で き な い 。 


そし て 、 こ の 論理 を 台湾 問題 に まで 拡大 する (つま り 分 離 で き な い と 解釈 する ) の は 明 ら 
か に 無理 が ある 。 特に テキ サス 州 の 事例 で は それ が 顕著 で ある 。 テキ サス は か つて 独立 国 
家 で あり 、1836 年 に メキ シコ か ら 独 立 し た 直後 に アメ リカ 合衆国 へ の 加盟 を 申請 し た が 、 
アメ リカ 合衆国 に 拒 合 さ れ 、 1837 年 に 独立 国家 と し て の 地位 を 正式 に 承認 され た 。 アメ 
リカ 合衆国 が テキ サス を 州 と し て 受け 入れ た の は 1845 年 の こと で あっ だ た 。 こ うし て 、 テ 
キサ ス は 独立 国家 と し て 連邦 に 加 忠 し 、 連 邦 悪 法 へ の 同意 と 受容 の 過程 が 明確 に な っ た 。 
一 万 、 台湾 は 、 台湾 人 の 大 多数 も 、 政 治 的 実体 と し て の 地域 も 、 中 華人 民 共 和 国 の 「 永 久 連 
邦 」 と し て の 憲法 に 何ら 同意 し た こと は な か っ だ た の で ある 。 


し た が っ て 、 ア メリ カ の 南北 戦争 の 国民 統合 と いう ナラ ティ ブ を 、 ぞ その まま 中 華人 民 共 和 
国 に 当て は め る こと は で き な い し 、 そ ぞ それ を 深 掘 りす る こと は 、 中 国共 産 党 が 直面 し た く な 
いよ うな 問題 を より 多く 引き 起こ すこ と に な る 。 


2021 年 6 月 28 日 , 中 國 北 京 , 中 共 建 党 1OO 週 年 の 式典 , 国家 体育 館 に て 。 撮 : Kevin Frayer/Getty 
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中 断 さ れ た だ た 吉 法 の 継承 

も ちろ ん 、 大 時 統一 諭 者 の 立場 か ら は 、 台 湾 は 中 華人 民 共和 国吉 法 に 加盟 し た の で は な く 、 
中 華 民国 吉 法 を 受け 入れ た の だ が (「 台 湾 地 位 未 確 定説 」 を 唱え る 人 た ちの 異論 は ある が )、 
アメ リカ の 宮 法 が 連邦 規約 か ら 制 度 を 総 承 し た よう に 、 中 華人 民 共 和 国 法 は 中 華 民国 宮 


法 か ら 継 承 さ れ た も の だ と 考え る こと で 、 ア メリ カ の 国民 統合 の 論理 は 通用 する と 言う だ 
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し か し 、 こ の 論理 は 、 北 京 政庁 に よる 中 華 民 国 憲 法 の 評価 に 反する 。 中 華人 民 共 和 国 憲法 
前 文 に は 、「1949 年 、 毛 沢 東 主席 率い る 中 国共 産 党 は 、 あ ら ゆ る 民族 の 中 国 国民 を 率い 
て 、 長く 困難 で 過酷 な 武力 闘 当 な ど を 経て 帝国 主義 、 封建 主義 、 官僚 資本 主義 を 打倒 し 、 新 
民主 党 で 大 き な 勝 利 を 収め 、 中 華人 民 共 和 国 を 建国 し た 」 と 書か れ て いる 。「 間 争 」「 打 
倒 」「 単 病 」 と いう 言葉 は 、 北京 政権 が 自ら の 正統 性 を 、 中 華 民 国 の 継承 で は な く 、 革 病 に 
よっ て 打ち 立て られ だ た も の と 考え て いる こと を 表し 、「 帝 国 主義 、 講 建 主義 、 官僚 人 資本 王 義 
の 支配 を 打倒 する 」 と いう 文言 に は 、 中 華 民国 政 誰 と その 吉 法 体制 を 打倒 し た こと が 含ま 
れ て いる こと を 明確 に 記し て いた 。 


毛沢東 は 、1949 年 1 月 14 日 の 「 時 局 に 関す る 声明 」 で 、「2 年 半 の 戦 争 の 間 、 南 京 の 
国民 党 反動 政権 は 、 世 請 に 反し て 、 エセ 国会 を 召集 し 、 エセ 吉 法 を 公布 し 、 エセ 総統 を 選出 
し た 」 こと で 、 国民 党 が 誠実 に 平和 交渉 を し な いと 断定 し た 。 な ぜ な ら 「 装 介 石 が 提案 し た 
平和 交渉 の 条件 に 出し て きだ た エセ 憲法 、 エセ 法制 度 、 反動 的 軍隊 の 維持 」 は 「 戦争 継続 の た 
め の 生 件 で あっ て 、 平和 交渉 の 条件 で は な い 」 。 こつ し て 中 国共 産 党 は 内 戦 の 時 か ら 、 中 華 
民国 悪法 を 「 エ セ 憲 法 」 と 呼び 、 中 華 民国 の 法制 を 「 エ セ 法 制 」 と 呼ん だ 。 こ の よう な 肖 度 
は 憲法 だ け に と ご ま ら な い 。1949 年 2 月 22 日 、 中 国共 産 党 中 央 委員 会 は 「 国 民 党 の 六 
法 の 廃止 と 解放 区 の 司法 原則 の 決定 に 関す る 訓 信 」 を 発し 、 中 華 民国 の 六法 全書 を 廃止 し 、 
有効 性 を 否定 し た 。 


これ に 対し 、 ア メリ カ の 憲法 史 で は 、 連 邦 憲 法 は 連合 規約 の 委任 に よら ず 、 州 の 憲法 会 議 
に 直接 承認 を 求め て 制定 され た た だめ 、 ア メリ カ の 憲法 学界 で は 憲法 党 凍 と みな され る こと 
も あっ た が 、 連 邦 政府 は 決し て 連合 規約 の 憲法 的 地位 を 否定 し て お ら ず 、 逆 で あっ だ 。 リ 
ンカ ー ン と 最高 吉 は 、 瑞 約 者 団 法 を 連邦 の 永続 性 の 基礎 見 な し た の で ある 。 


中 国 の 学者 の 中 に も この 問題 を 認識 し 、 中 華 民 国 憲法 を 「 台 湾 人 の 参加 に よっ て 制定 され 
た 中 国 の 憲法 」 と し て の 性 質 を 確認 し 、 慎 重 に 扱う よう 求め る 声 が ある 。 し か し 、 中 華 民 
国 憲法 を 否定 する 公式 見 解 は 70O 年 以上 続い て お り 、 現 時 点 で は 中 国共 産 党 が 中 華 民 国 の 
正統 性 を 認め る こと は 不可 能 で ある こと は 明らか で ある 。 し た が っ て 、 北 京 政権 が 国連 に 
お いて 中 華 民国 の 議席 と 外交 的 承認 を 得 て 、 中 華 民 国 の 「 後 継 者 」 と し て 対外 的 に アビ ピー 
ル し た と し て も 、 曲 命 を 縦 て 成立 し 、 中 華 民国 憲法 と その 法 体系 の 有効 性 地位 を 完全 に 
否定 し て いる 以上 、 当然 な が ら 台 湾 の 同意 を 意味 ある 形 で 継承 する こと は で き な い だ ろう 。 


北京 も その よう な ジレ ンマ に 気づか な いわ け で は な い 。 この こと は 「 国 家 分 抽 禁 止 法 」 の 
名 称 と 内 容 に も 反映 され て いる 。 法律 名 に 「 中 華人 民 共 和 国 」 と いう 言葉 が 含ま れる 他 の 
法律 (中 華人 民 共 和 国 刑法 中 華人 民 共 和 国 民法 な ご ) と は 異な る し 、 ま た 2005 年 に 罰 
名 され だ 主席 令 33 (中 華人 民 共 和 国 再 エ ネ 法 ) 、34 (国家 分 抽 禁 止 法 ) 、35 (中 華人 民 
共和 国 公務 員 法 ) を 比較 する と 、 以下 の こと が わか る 。 主席 令 に ある 「 国 家 分 製 禁止 法 」 の 
正式 名 称 に は 「 中 華人 民 共 和 国 」 と いつ 言葉 は な く 、 また 、 そ の 規定 全体 を 通し て 「 中 華人 
民 共 和 国 」 に 言及 し て いる わけ で は な い 。 


これ は 北京 の 「1992 年 コン セン サス 」 の 理論 と 一 致す る 。 台 湾 海 峡 の 両 岸 が 「 中 華人 民 
共和 国 」 と 「 中 華 民 国 」 を ふく お む 「 中 国 」 、 つ まり 「 一 つの 中 国 の 概 意 に つい て は 双方 の 主 
張 が ある 」 の 範囲 内 で あれ ば 、 こ の 「 中 国 」 は 事実 上 の 分 像 に あめ っ て も 、 理 論 的 に は 統一 的 
で 完全 な 王権 と 領域 の 範囲 内 に ある 、 そ し て 台湾 独立 は その 範囲 外 の 分 朋 行 為 こ な り 得 る 
の で ある 。 し か し 、 北京 が 「 双 訪 の 主張 」 を 認め な いた め 、 この 理論 的 枠組 み は 成 り 立た な 


い 。 も し 「 一 つの 中 国 」 が 中 華人 民 共 和 国 し か 表 さ な いと すれ ば 、 前 述 の 逆説 的 状況 (中 華 
民国 か ら の 継承 は な い ) に 逆戻り する こと に な る 。 


同時 に 、 台 湾 に お ける 「1992 年 コン セン サス 」 も 、 政 治 情勢 の 変化 に より 維持 で き な く 
な っ た 。 民進党 が 2 度目 の 政権 を と っ て 以来 、 内 外 の 圧力 ( 主 に 米国 ) に 押さ れ て 、 ぞ それ 
まで の 「 中 華 民国 に 対す る 敵視 姿勢 」 を 改め 、「 台 湾 共 和 国 」 と し て 合法 的 な 台湾 独立 の 旗 
を 掲げ が く な り ( 民 進 党 は 国民 党 お よび 中 華 民 国 を 外来 政権 と し て 認め て いな か っ た )、 
「 台 湾 と は 中 華 民 国 の こと で あり 、 人 台湾 こ は 中 華 民 国 の こと で ある 」「 現 在 の 中 華 民 国 は 
外来 政権 で は な く 、 台 湾 に ある 中 華 民 国 で あめ る 」 と いう 立場 に な っ た 。 そ し て 中 華人 民 共 
和 国 と 中 華 民国 は どちら か が どちら か に 従属 する も の で は な いと いつ 立場 を 堅持 し て いる 。 


この よう に 、 台 湾 海 峡 両 岸 の 政治 的 現実 は 、 少 な く と も 憲法 上 、 中 華 民 国 と 中 華人 民 共 和 
国 は 完全 に 分 離し て お り 、 米 国 の 連合 法 と いつ 憲法 上 の 連続 性 に 基づく 国民 統合 の シナ リ 
オ は 、 台 湾 問 題 に は 当て は ま ら な いこ と を 物語 っ て いる の で ある 。 


台 半 の 小金 門 島 の 先 に ある 獅 則 の 対岸 (1 キロ 先 ) は 中 国 の アモ イ 市 。 播 : 陳 煙 煙 / 端 億 媒 


消 れる 者 は 清 王 朝 由来 の 菓 を も つか お? 


統一 の ナラ ティ ブ は 、 権 力 の 移行 に こも な うつ 領 土 継承 説 を 持ち 出す 可能 性 も ある 。 こ の 説 
は 、 全 く 裏 付け が な いわ け で は な い 。 中国 の 憲法 学者 の 間 で は 、 中 華 民 国 の 領有 権 主張 の 
正当 性 は 、 宣 統 帯 の 「 退 位 褒 書 」 に 起因 する と いつ こと で 一 定 の コン セン サス が 得 ら れ て 
いる 。 この 語 書 は 、 清朝 皇帝 の 退位 を 宣言 する と 同時 に 、「 満州 族 、 中 国人 、 モン ゴル 族 、 
回 族 、 チ ベッ ト 族 の 5 つの 民族 は 、 一 つの 中 華 民 国 に 統一 され る 」 て と 宣言 し て いる 。 著 名 
な 憲法 学者 で ある 高 全 喜 は 、「 清 朝 は 辛 委 革 病 の 事実 を 大 胆 に 受け 入れ 、 屈 土 と 名 間 を も 
っ て 退位 し 、 清 朝 へ の 忠 誠 と 従属 こと も に 広大 が 帝国 領土 を 平和 的 に 中 華 民 国 に 譲渡 し 、 
近代 中 国 の 建設 と ここ の 将来 の 中 国 の 領土 境界 の 完全 性 と 強化 に 不 遷 の 頁 献 を し た 」 と し て 、 
退位 放 書 の 患 法 上 の 地位 を 育 定 する べき と 褒 じ た 。 中 華 民 国 へ の 主権 移譲 は 、 近 代 中 国 の 
確立 て と 、 こ の 未来 の 中 国 の 領土 境界 の 完全 性 と 強化 に 、 忘 れる こと の で き な い 頁 献 を し た 
の で ある 。 つ まり 、 権 力 の 移行 が 連続 的 で ある と 見 な せる 限り 、 憲 法 批准 が 領土 継承 の 絶 


対 条件 と は な ら な いか も し れ な い 。 (つま のり 清朝 一 中 華 民 国 の 権力 移行 が スム ー ズ だ と す 
れ ば 、 中 華 民国 と 中 華人 民 共 和 が それ ぞ れ の 別 の 憲法 で め っ て も 「 一 つの 中 国 」 と いう 領 
土 的 統一 性 は 担 介 され る : 訳注 ) 


し か し 、 そこ で 問題 が 発生 する 。 まず 、 歴史 的 な 事実 に つい て 。 日 清 戦 争 後 、 清国 は 1895 
年 の 下関 入 約 で すでに 台湾 を 日 本 に 割譲 し て いた だ た め 、1912 年 に 清 王朝 の 皇帝 が 退位 し 
だ 時 点 で 台湾 は 清国 の も の で は な く 、 そ の 後 の 日 本 の 敗戦 こ 台 湾 の 主権 放棄 は 中 国 の 政権 
交代 と は 全く 別 の 出来 事 と な る 。 し た が っ て 、 胃 位 勅 令 の 志 法 上 の 有効 性 を 台湾 に 適用 す 
る こと は で き な い 。( だ だ ぞ その 請 理 で 行く ぐ と 、 日 本 の 台湾 主権 の 放棄 で 、 主権 は 清朝 か ら 領 
土 主権 を 引き 継い だ 中 華 民 国 に な る の で は ? : 訳注 ) 


より 深い 問題 は 、 この よう な 政権 交代 の み を 前 所 と し だ た 領土 概 甘 に は 、( 主 権 者 と し て の ) 
人 民 を 條 く 無 視 し た も の で あり 、 現 代 の 政治 己 想 相容れない と いう つこ と で ある 。 中 国共 
産 党 は 「 普 遍 的 価値 」 を 否定 し 、 軽 ん じ る こと に 努め て いる が 、「 人 民主 権 」 や 「 民 主 主義 」 
の 基本 的 な 価値 は 否定 し な いし 、 否 定 で き な い 。 な ぜ な ら 、 近 代 国 家 の 正 統 性 に と っ て 被 
治 者 の 何ら か の 同意 は 必須 要素 だ か ら で あ る 。 


これ は ロシア ・ ウ クラ イナ 戦争 に お いて も 明らか で 、 侵 賠 者 で あめ る ロシア で さえ 、 ク リ ミ 
ア を 併合 する 前 に 住民 投票 に 依拠 し て ロシア 支配 の 正当 性 を 確立 し な けれ ば な ら な か っ た 
し 、 その 後 、 ウ クラ イブ 東部 で は 親 ロシア 派 住民 が 住民 投票 に 参加 し て 「 人 民 共 和 国 」 を 樹 
立 し 、 そ れ か ら 「 軍 事 支援 の 要請 」 に 万 え た の で ある 。 現在 、 南 部 の ヘル ソン で 戦争 が 起こ 
っ て いる 間 に も 、 ロ シア は ヘル ソン 人 民 共 和 国 創設 の た め の 住民 投票 を 強行 し よ つ と し て 
いる 。 


つま り 、 清朝 皇 演 は 独 哉 君 主として 、 中 華 民国 に 皇室 の 領土 を 王室 財産 こし て 「 写 える 」 こ 
と が で きだ た が (そう で な けれ ば 「 身 朝 人 を 追放 し て 中 国 を 復興 する 」 と いう つう スロー ガン の 
も と に 成立 し た 中 華 民 国 が その すべ て を 継承 し な か っ た か も し れ な い ) 、 今日 の 世界 の 政 
府 が 、 領土 を 財産 と し て 扱い 、 説得 カ の ある 人 民 の 「 同 意 」 な し に 、 こ の 種 の 統治 に 依然 と 
し て 依拠 で きる わけ で は な い 。 こ れ が 、 中 国 の 統一 と いう ナラ ティ ブ と 、 ア メリ カ の 連邦 
患 法 へ の 同意 に 基づく 国民 統合 と いう 物語 と の 深い 矛盾 な の か も し れ な い 。 


没有 共 間 党 融 没有 新品 


> 訂 "TIN 計 下 


1 に 美 ご 

5 mm し リ F 、 本 Fa K 
た ント 生生 ke 
ー 表 に |. 邊 明 ト ye 


工 ロ 
の 


2017 年 10 月 21 日 北京 , 党 の 19 回 大 会 の 開催 期間 中 の 大 型 ス クリ ー ン に 映し 出さ れ だ た 「 共 産 党 な くし て 
新 中 国 は な か っ ただ た 」 の スロ ー ガ ン 。 播 : 陳 灯 煙 / 端 信 媒 


「 大 義 の 戦死 」 を 根拠 に し た 立憲 主義 


中 国 の 国家 主義 的 な 学者 た ち は 、 こ の 現実 を 確か に 認識 し て いる 。 伝 統 的 な 法学 的 アプ ロ 
ー チ と は 対 端 的 に 、 この Ma 0 も は 法 の 


リカ 立 忠 主義 の 新しい 傾向 に 注目 (30 この よう な 背景 か ら 、 中 国 大 陸 の 悪法 に お い 
て 「 政 治 的 立 一 主義 | と 「 規 範 的 立 悪 主義 | の 論争 が 行わ れ て きた 。 具体 的 に は 、 憲法 思想 

の 源泉 こし て の アメ リカ 南北 戦争 の 捉え 万 に つい て 、 テ キサ ス ・ ホ ワイ ト 事 件 の よう な 出 

合い の 結論 に 満 走 する こと な く 、 最 終 的 に は 連邦 政府 が 立法 や 訴訟 で は な く 、 カ に よっ 
て 連邦 の 優越 性 を 確立 し た こと いつ アメ リカ 南北 戦争 の 本 臣 を より 積極 的 に 探求 し て いる の 
だ 。 この こと 上 自体 は 問題 で は な いし 、 ア メリ カ の 立憲 主義 に お ける 南北 戦 争 の 理解 に 近い 
と さろ えろ 言え る か も し れ な い 。 し か し 問題 は 、 ア メリ カ の 南北 戦争 の 歴史 的 背景 や 価値 観 を 
無視 し 、 な お か つ 、 現 代 の 憲法 論 が 抱え る 正統 性 に 関す る 懸 に 対処 で き て いな いこ と で 
ある 。 


201 1 年 の 時 点 で 、 有 名 な 「 新 左派 」 学者 の 甘 陽 は 、 主 に 国家 主義 左派 ( 注 : 中 国共 産 党 
の 「 社 会 主義 」 政 権 を 支持 する 国家 主義 者 を 指す ) の 憲法 学者 回 け の セミ ナー で 、 テ キサ 
ス ・ ホ ワイ ト 事 件 の 判決 に つい て 「 裁 判 所 の 意見 を 見 る と 、 意見 の 理屈 は 非常 に 遠回り で 、 

正直 言っ て その 論拠 は 非常 に 弱い 」 と 指摘 し た 。 そし て 「 内 戦 の 勃発 は 、 最も 重要 な 政治 的 
問題 を 、 唱 法 上 の 手段 で は 解決 で き な い こと を 確か に 示し て いる 。 憲法 上 の 手段 で 解決 で 
きる な ら 戦 争 は 起き な い 。 戦 争 は 憲法 で 解決 で き な い こと を 意味 し て いた だ 」 て と 述べ 「 ア メ 
リ 力 は アメ リカ 以外 の 国 が 分 像 する こと を 望ん 々 で いる が 、 自 分 の 国 は 分 像 する こと を 禁じ 
て いる こと は 周知 の 事実 」 と 抑 撤 し た 。 


参加 者 の 一 人 で 、 清 華 大 学 法学 院 で 教 寺 を と る 劉 略 は 、 後 に 「 ア メリ カ の 主権 的 立憲 主義 
は 革命 の 血 で 鍛え られ た 」 と いう 論文 で 、「 合 衆 国 一 法 の 本 文 に は 、 州 が 離脱 す る 権利 を 持 
つか ご どう つか に つい て は 何 も 書 か れ て いな い 。 この 問い に 管 え る 際 、 アメ リカ の 立憲 主義 に 
は いく つか の 潮流 が ある 。 1 つ 目 は 条文 主義 。 彼 ら は 、 独 立 後に 13 州 の 署名 に よっ て 連 
邦 が 恒久 化 さ れ 、 その 後 の 憲 法 は 『 よ り 完 全 な 連邦 』 を 目指 し た の で あり 、 し た が っ て 分 離 
独立 の 権利 は 認め られ な いと 考え て いる 。 こ こ に は 明文 化 さ れ た 法律 は な く 、 歴 史 が 作り 
出し た 不 文 律 が ある 」 と 述べ る 。 


さら に 「 分 離 独立 の 正当 性 、 そ れ に 反対 する 憲法 上 の 理由 は 、 ア メリ カ 連 邦 の 本 質 こ その 
歴史 に 対す る 理解 に つい て の 議 議 で ある 」 と 主張 し 、 正 し いい 理解 は リン カー ン か ら も た だ たら 
され た こと 示唆 する 。 「 分離 独立 の 危機 に 直面 し て 、 リ ンカ ー ン は … 革 症 の 歴史 と 合理 性 に 
訴え だ た の で ある 」 。 リン カー ン は 、 王 容 国 家 を 作る こと が で きる の は 、 吉 法 で は な く 革 病 だ 
け だ と 考え て いた 。… リ ンカ ー ン の 演説 は 、 合 衆 国 憲 法 に 触れ る こと は ほとん ど な く 、 独 
立 宣 言 の ば ほう に 関羽 が 向い て いた だ た 。 リ ンカ ー ン は 独立 宣言 が 単に 知識 人 が イン ク で 書い た 
政治 文書 で は な く 、 生 と 死 、 イ ンク と 血 の 単 症 的 遭 産 で め ある と 考え た だ 。 区 州 は 別 尺 に 革命 
の 犠牲 を 払 つ の で は な ぐ く 、 共 通 の 単 病 の 中 で 病 を 賭し て 共に 戦い 、 共 に 独立 を 勝ち 取っ た 。 
革 病 の 結果 、 将 来 法律 が ど つ 変わ ろう と も 、 連邦 は 連邦 で あり 、 主権 は 統一 され だ た 」 。 そし 
て 、「 ア メリ カ の 政治 体制 は 、 大 潮 の 血 の 揚 牧 に よっ て 築 か れ 、 維 持 さ れ て いる 」 て 述べ 
る や 。 


その 後 、 国 家主 義 左派 の 憲法 学者 の 間 で リン カー ン 熱 の 波 が 押し 寄せ 、 会 議 に 参加 し た 一 
人 、 国 家主 義 邊 派 の 副 法学 者 の 田 二 は 『 リ ンカ ー ン 伝 』 を 訳し 、 彼 の 遺産 に つい て こう 述べ 
た 。「 ゲ ティ スバ ー グ 演説 は 、 わ ず か 272 語 の 中 で 、 リ ンカ ー ン の 起草 に よっ て 、 ア メリ 


建国 以降 の いく つか の 重要 な 歴史 問題 を 解決 し 、 最 終 的 に は 南北 戦争 で 様 牧 に な っ た 兵 
士 の 血 に 基づく も の だ っ だ た 」。 リ ンカ ー ン に よっ て 起草 され 、 最 終 的 に は 南北 戦争 で 犠牲 
に な っ た 兵士 の 血 に 基づく も の で あっ た だ た 。 リ ンカ ー ン の 死後 、 彼 の ゲティスバーグ 演説 で 
表現 され た 建国 の 歴史 と 、 彼 の 最初 の 就任 演説 で 説 か れ た ナシ ョ ナリ ズム の 教義 は 、 ア メ 
リカ 憲法 の 正統 性 と な り 、 こ の リン カー ン 憲 法 を そ うつ と する 者 は 、 立 憲 共 和 国 アメ リカ 
の 『 裏 切り 者 』 に な る 。.」 


リン カー ン 自 身 が 「 条 文 主義 」 吉 法 主義 を 重要 な 源泉 の 一 つと 考え て いた こと (上 記 チ ェ 
イス の リン カー ン の 引用 参照 ) や リン カー ン が 憲法 その も の を 重視 し て いた こと を 無視 し 、 
叶 法 制定 に お ける リン カー ン の 国家 主義 や 南北 戦争 の 血 の 層 牲 の 意義 を 強調 し な が ら 、 左 
派 の 国家 主義 吉 法 学者 は 、 国 家主 義 そ の も の に 正義 を 求め 、 国 家主 義 の た め に 症 を か けた 
人 た ちの 皿 の 犠牲 を 美化 し よう つと し た 。 こ れ は 結局 、 中 国 の 大 統一 と いう ナラ ティ ブ を 支 
える こと に な り 、 統 一 その も の の 価値 判断 を 回 避 す る こと に な る 。 こ の 物語 の 下 で は 、 台 
湾 が 中 国 に 属す る か どう か 、 ど の 中 国 に 属す る か (中 華 民国 か 中 華人 民 共 和 国 か ) を めぐ 
る 台湾 海峡 両 岸 の 意見 の 相違 は 、 ア メリ カ の 南北 戦争 前 の 州 の 連邦 脱退 権 を めぐ る 南北 の 
意見 の 相違 の よう に 、 法廷 で の 解決 で は な く 、 血 と 炎 に 包ま れ だ 問題 で 、 血 と 冬 牲 の 戦争 
で 解決 し な けれ ば な ら な い 、 と いう の で ある 。 


この 「 超 吉 法 的 」 な 吉 法 の ナラ ティ ブ は 、 価値 体系 と 法 的 論理 の 限界 を 突破 し 、 力 の 文脈 で 
の 統一 を 支持 する 。 こ の 主張 は 、 国 家 安 全 保 障 こ 個人 の 上 自由 の 対立 に 直面 し た と き の 中 国 
の 国家 主義 者 の 立場 と 一 致す る 。 彼 ら は し ば し ば 、 南 北 戦争 時 の リン カー ン の 国家 安全 保 
障 の た め の 人 遇 保 護 停止 な どの 超 窟 法 的 行為 の 、 個 人 の 上 自由 を 欄 衝 に する こと で テロ と の 
戦争 の た め に 国家 の 力 を 大 きく する と いう ボ ズ ナー の 「 自 殺 禁 止 業 約 諭 」 を 引用 し 、 国 家 
な し に は すべ て の 上 自由 は 大 条 を 持た な い 、 と 主張 し て いる の で ある 。 


し か し 、 こ の 議 請 は 学 理 的 に は 価値 は ある が 、 現 実に 適用 する と 中 国 の 国家 主義 者 の 自己 
満 赴 に な り そ う だ 。 ま ず 、 憲 法 を 守る と いう 名 目 で 行わ れる 行動 が 、 結 果 的 に 憲法 の 自由 
を 破壊 する こと に な れ ば 、 本 来 の 正当 性 を 失う こと に な る 。 筆者 が 以前 書い た 「 党 旗 の 下 
の 笑 : 中 国 に お ける 『 法 の 支配 』 の 政治 的 論理 」 で 述べ だ よう に 、 呈 法 を 上 書き する 法治 国 
家 観 は 、 結局 、 法 の 支配 て 相容れない も の で ある 。 さら に 重要 な こと は 、 中 国 の 国家 主義 的 
立憲 主義 の 見 解 が 、 南 北 戦争 に お ける 北部 州 の 基本 的 な 自由 主義 の 立場 を 意図 的 に 軽視 し 
て いた だ た こと で ある 。 南 北 戦争 自体 は 南部 の 分 離 独立 が 引き 金 と な っ た が 、 ア メリ カカ 南北 戦 
泌 の 根本 原因 が 奴隷 制度 を めぐ る 対立 で あり 、 ア メリ カカ 南北 戦争 が 今日 の アメ リカ 憲法 に 
お いて 黒人 奴隷 解放 戦争 こい う 地 位 に ある こと に 変わ り は な い 。 も し そう で な か っ た ら 、 
リン カー ン は 1865 年 、 南 部 が 武器 を 捨て 、 奴 隷 制 を 維持 する こと を 認め る 代わ り に 、 南 
部 の 和平 業 件 を 受け 入れ だ た か も し れ な い 。 実 際 、 戦 争 開 始 か ら 数 年 後 、 リ ンカ ー ン の 共和 
党 の 笑 健 派 は 戦争 終結 に 強く 賛成 し 、 奴 隷 制 廃止 の 法律 が あわや 不 採択 に な る と ころ で あ 
っ だ た 。 し か し リン カー ン は その よう な 妥協 は 受け 入れ ず 、 修 正 13 業 の 採択 を 押し 通し 、 
奴隷 制 を 氷 久 に 廃止 し た 。 


リン カー ン は 2 回 目 の 就任 演説 で 、 南 北 戦争 の リベラ リズ ム と いう 主題 を さら に 明確 に し 、 
「 (奴隷 制 の ) 利害 が 何ら か の 形 で この 戦争 を 引き 起こ し た こと は 誰 も が 知っ て いる 」 と 
述べ 、 南 北 戦争 が 米国 が 犯 し た 奴隷 制 の 罪 に 対す る 神 の 罰 で ある と すれ ば 、「250 年 に わ 
た っ て 奴隷 労働 が 芋 積 し た 富 が ゼロ に な る まで 」「 鞭 で 打 た だ れ た だ (奴隷 の ) 血 の 一 滴 一 滴 が 
(南北 戦争 の ) 剣 の 血 で 財 わ れる まで 」 閣 わな けれ ば な ら な いと 演説 し た 。 し た が っ て 、 ア 
メリ カ の 南北 戦争 が 国家 の 統一 を 守る た め の 戦 争 で し か な か っ た と いう の は 、 偏 っ た 見 亡 
に よる ナラ ティ ブ で あり 、 戦 争 の 究極 の 目的 が 国家 の 統一 を 守る こと で は な ぐ く 、 黒人 奴隷 


の 解放 と いう 自由 主義 者 の アジ ェ ン ダ で あっ た こと を 根本 的 に 無視 し た 見 廊 で ある 。 そ し 
て この 価値 観 こ そ が 、 今 日 の アメ リカ 憲法 を 南北 戦争 の 血 と 火 を も っ て 輝 か せ て いる の で 
ある 。 こ れ に 対し 、 北 京 の 両 岸 統一 に 関す る シナ リオ を 受け 入れ た と し て も 、 北 京 は 台湾 
統一 が 「 台 湾 人 の 自由 の た め 」 だ と は 主張 せ ず 、 単に 「 民 族 の 統一 を 守る た め 」 だ と いう 。 
こう し て 、 憲法 の 次 元 を 超え る と いう 試み に お いて 、 アメ リカ の 「 ブ ル ジ ョ アリ ベラ ル 」 的 
価値 観 を 否定 し た まま で は 、 自由 と 人 権 の た め に 血 を 流し た アメ リカ の 内 戦 が 、 中 国 の 「 民 
族 統合 の 維持 」 と いう 大 義 名 分 を 押 し 上 げ る 役 に は 立た な か っ た だ 。 (抗日 戦争 ・ 反 ファ シズ 
ム の 大 義 は 、 倒 土 統一 に 役立っ て いる の で は な いか ? : 訳者 ) 


さら に 残 闘 的 な こと に 、 昌 病 戦 争 を 中 国 の 国家 統一 の 正当 性 の 基礎 に する と 、 す ぐに 裏目 
に 出 て し まう と いう 事実 で ある 。 も し 北京 に よる 「 国 家 統 一 」 と いう 主張 が 、 人 民 の 自由 と 
権利 の た め に 戦っ た か 否 か に か か わら ず 、 流 皿 と 欄 牲 的 精神 の 神聖 さ に よっ て 法 的 に 正当 
化 さ れる と すれ ば 、 中 国 の 国家 主義 的 憲法 学者 ら は 、 台 湾 の 将兵 の 血 の 抵抗 と 犠牲 も 同様 
に 憲 法 と 道徳 の 観点 ひら 正当 化 さ れる と 認め る の だ ろう つか? や そし て 、 そ の 答え が 戦争 の 勝 
ち 負 け に よっ て 決ま る の で あれ ば 、 結 局 は 「 勝 て ば 官軍 負け れ ば 江 軍 」 と いう ゲー ム に し 

か が ならない 。 し た が っ て 、 中 国 の 国家 主義 的 な 憲法 学者 が 法 的 論理 か ら 脱 即 し て 「 政 治 的 
立 褐 主義 」 の アプ ロー チ を 採用 し た と し て も 、 中 国 の 国家 統一 の ナラ ティ ブ を 支え る 新た 
な 法 的 裏付け を 作る こと は で きず 、 王権 を 支え る 暴力 請 に 回 帰す る こと に な る だ け で ある 。 
結語 

この よう に 、 中 国 の 国家 統一 シナ リオ の ジレ ンマ は 、 今 の ここ ろ 簡 単に は 解決 し そつ に な 
い 。 ロシア ・ ウ クラ イブ ナブ 戦争 で 北京 が ウクライナ の 分 離 主義 政権 (東部 の 人 民 共 和 国 ) に 対 
し て ぎこちない 態 度 を みせ た の は 、 確 か に 外交 上 の 利害 を 優先 し た か ら だ が (理論 上 は 独 
立 反 対 の 立場 の は ず : 訳注 ) 、 中 国 が 国家 統一 の 正当 性 に 裏打ち され た ナラ ティ ブ を 完成 
させ る こと が で き な け れ ば 、 今 後 も こう し た 詰問 に 遺 遇 する こと が 危 健 され る 。 台湾 海峡 
問題 に どの よう な 立場 か ら 対 記 す る に し て も 、 中 国 の 国家 統一 ナラ ティ ブ の 文脈 を 理解 す 
る こと が 必須 条件 で ある 。 


(アメ リカ の 法学 博士 、 ニ ュー ヨー ク 州 の 弁護 士 ) 


計 1:Congressional Research Service, Taiwan: lssues for Congress (2O1 の, 第 9 上 頁 ( “Mary 
US. commentators, including prominent retired U.S. officials, assert that the United States 
acknowledged China  s position that Taiwan js part of China, but did not commtt to that 
being the US. position, leaving tne US. position on Taiwan's status as part of China 
ambiguouSs.”) 


